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～ まあいいか 心のゆるみが 事故のもと ～ 

【岐阜県版】安全就業ニュース 

令和８年度 ４月号 

 

 

【今月報告の事故】 

 

〇 団体傷害保険関係事故  

・死亡事故及び入院 180 日以上の重篤事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

・30 日以上の入院事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

〇 労働災害 

・休業日数 4 日以上の負傷事故 

地域 事故発生日 性別・年齢 内容 

中濃地域 2026/4/14 男性 

74 歳 

自転車にて帰宅途中、右カーブ上り坂に

差し掛かったところで、自転車から降りよ

うとした。 

その際に、脚がもつれて左側に転倒し、

左大腿骨を骨折。 

〇 派遣事業に係る損害賠償責任事故 

該当事故の報告はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

・30 日以上の入院事故、または重篤事故(180 日以上の入院事故または死亡事故)が発生した場

合は、まずは電話等で連合会へ報告をお願いいたします。 

・労働災害が発生した場合は、早急に連合会へ電話をお願いいたします。 
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【お知らせ】 

 

○ 「職場における熱中症予防対策」の時期が始まっています！ 

全シ協発行の「安全就業ニュース（2026 年４月号）」でも取り上げられているとおり、「職

場における熱中症対策」の時期となっています。 

今般、岐阜労働局から「令和８年度の職場における熱中症予防対策の取組について」が報

道発表されました。 

会員の皆様の安心と安全を守るため、分かりやすい注意喚起の工夫に、報道発表に添付さ

れた以下の資料をお役立て願います。 

資料１ 「ＳＴＯＰ！熱中症 クールワークキャンペーン」の概要 

○ 準備期間（４月）、キャンペーン期間（５～９月）、重点取組期間（７月）の別に、取組ポイ

ントがまとめられています。 

資料２ 岐阜県内における熱中症による労働災害発生状況（休業４日以上） 

○ 令和７年の県内の熱中症発生状況は３５人（休業４日以上の死傷者数）で、前年比 15

人増（４年連続の増加）、発生月別傾向（平成 23 年から令和７年まで）は、７・８月が

全体の 77.2 ％を占める 

資料３ 職場における熱中症対策の強化 

○ 熱中症を生ずるおそれのある作業を行うときの注意ポイント 

① 早期発見のための体制整備 

② 重篤化を防止するための措置の実施手順の作成 

③ 関係作業者への周知 

資料４ 職場における熱中症防止ためのガイドライン 

○ 令和８年３月 18 日に新たに策定されたガイドラインで、「熱中症リスクの評価」や「熱

中症リスクに応じた措置」が示されています。 

 


